
 

  

会議名 
令和 5年度 第 5回 

愛荘町の国民健康保険事業の運営に関する協議会 会議結果（概要） 

開催日時 令和６年３月１１日（月） １９時３０分～２０時２５分 

開催場所 愛知川庁舎 ３階 第４会議室 

出席者 

被保険者代表     石沼林三郎委員、川井りん委員 

保険医・薬剤師代表 上林俊明委員、森野尚子委員 

公益代表        水野浩伸委員、小杉朝栄委員、宇野久七郎委員 

欠席者 保険医・薬剤師代表 武久 典子委員 

事務局 

福祉政策監・健康推進課長 木村美紀 

総務政策監 生駒秀嘉 

住民課課長 楠真二 、主査 一之瀬勇次 

税務課課長 藤澤雅史、主任 土坂英理子 

傍聴者  ０人 

議 題 

令和６年度愛荘町国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算（案） 

概要版 第３期 愛荘町国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画） 

第４期 愛荘町国民健康保険特定健康診査実施計画 

愛荘町国民健康保険加入者の現状について 

愛荘町国民健康保険条例、愛荘町健康診査負担金徴収条例の一部改正について 

審議内容 別紙のとおり 

問い合わせ先 住民課 担当 一之瀬 連絡先 0749-42-7692 



（開会） 

１） 会長あいさつ                             

 

２） 町長あいさつ                              

 

３） 議事録署名委員の選出について                      

 議長（会長）の指名により、石沼委員、森野委員に決定。 

 

４） 令和６年度愛荘町国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算（案）       

 事務局説明の後、質疑・応答 

 

・（委 員）基金の取り崩しに関しては、令和９年度の保険料統一に向けた緩衝

措置としてやむを得ないと感じています。支出の高額医療費の補助

金が高いことに関して、これは今年度までは新型コロナウイルス感

染症の治療費や入院費に関する国からの補助金がありましたが、来

年度の４月からはその補助がなくなるため、下がると思います。ま

た、医療費の増加に関しては、高額な薬剤等の費用に関する部分が

大きいものとなっています。 

・（委 員）今までは５０人以上の事業所の社会保険加入は任意でしたが、今年

の４月以降は必須となるため、国民健康保険加入者の減少が懸念さ

れます。また、団塊世代が７５歳以上となり、後期高齢者医療保険

に移行するため、ますます減少が進んでいきます。つまり、今後は

国保税を納める人数が少なくなるため、国保事業の運営は大変にな

ってくると感じています。基金を３分の１ずつ崩していますが、国

保加入者が少なくなることで、収入が不足し、保険料を上げる必要

が出てくるかもしれませんが、基金の取り崩しと保険料について令

和９年までの道筋を示すことができたので、よかったと感じていま

す。また、本件については、平成３０年くらいから検討を重ねてお

り、委員を継続してお願いしていたので、これを機に委員の変更が

あってもよいのではないかと思います。 

      他に質問等がないようなので、採決を行います。「令和６年度国民

健康保険事業特別会計歳入歳出予算（案）」について、承認いただけ

る委員の方は挙手をお願いします。 

・（委 員）（全員挙手） 

・（委 員）全員賛成をいただけたので、案の通りお願いします。 

 

５） 概要版 第３期 愛荘町国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画） 

       第４期 愛荘町国民健康保険特定健康診査実施計画         

        愛荘町国民健康保険加入者の現状について                      

事務局説明の後、質疑・応答 



 

・（委 員）特定健診の状況について、受診率が大体４５％前後ですが、受診率

についてどのような見通しをしていますか。また、受診率６０％を

目標とされているのかと思いますが、受診率向上に向けてどのよう

な取り組みを考えているのでしょうか。 

・（事務局）特定健診受診率の目標は６０％を掲げています。新型コロナウイル

ス感染症の影響による受診控えがあっため、令和２年度は受診率が

下がりました。特定健診の個別通知を行っており、さらに、未受診

の方には再度通知を行い、１月までには特定健診を受診していただ

けるよう案内しています。なかなか受診率が伸びない状況ではあり

ますが、今後も継続して受診勧奨を行っていきます。 

・（事務局）特定健診の受診率が少しでも向上するよう、令和６年度に特定健診

の自己負担金を５００円から０円にする予定です。 

・（委 員）特定健診の自己負担金を０円にすれば、医療機関に受診券を提示す

るだけでよくなるため、特定健診が受けやすくなるのではないかと

思います。また、令和９年度の保険料（税）統一の際、各市町が無

料なのに愛荘町だけが５００円徴収してよいのかという考えもあり

ました。受診者が特定健康診査実施医療機関に直接問い合わせて受

診する個別健診を周知することも受診率向上の一つかと思います。 

 

６） 愛荘町国民健康保険条例、愛荘町健康診査負担金徴収条例の一部改正について                         

事務局説明の後、質疑・応答 

 

・（委 員）国保料（税）の県内統一について、納税者となる被保険者に対して

丁寧な説明が今後必要になるかと思います。 

 

（閉会） 

 


